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保
健
セ
ン
タ
ー
長
）

は
じ
め
に

　
本
三
回
特
別
寄
稿
で
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
と
そ
の
周
辺
の
学
生

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援
に
関
す
る
調
査
結
果
を
報
告
し
、
日
本
の
大

学
の
学
生
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。

　
第
一
回
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
学
生
支
援
組
織
と
し
て
、
学
生

か
ら
最
も
近
い
距
離
に
位
置
し
て
い
る
B
S
C
（
南
ξ
。
き
o
譲
a
身

9
き
の
9
に
つ
い
て
調
査
（
、
）
し
た
。
そ
こ
で
は
、
独
自
の
チ
ュ
ー

タ
ー
シ
ス
テ
ム
な
ど
き
め
細
か
い
、
個
を
重
視
し
た
学
生
支
援
が
実

現
さ
れ
て
い
た
。

　
第
二
回
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
か
ら
車
で
一
〇
分
の
所
に
位
置
す

る
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
（
M
I
T
）
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

部
門
長
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
、
米
国
の
一
流
大
学
で
は
そ
の
歴

史
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
ス
パ
イ
ラ
ル
（
よ
い
学
生

↓
よ
い
教
員
↓
よ
い
大
学
）
が
自
然
に
生
ま
れ
て
い
て
、
そ
こ
に

関
係
す
る
人
は
自
分
た
ち
は
特
別
な
環
境
に
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と

を
強
く
意
識
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
（
2
）
し
た
。

　
最
終
回
の
本
稿
で
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
全
体
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
活
動
に
関
す
る
調
査
報
告
と
、
日
米
の
大
学
に
お
け
る
学
生
支
援

の
あ
り
方
に
つ
い
て
総
ま
と
め
を
行
づ
。
今
回
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
す
べ
て
の
部
門
を
取
り
仕
切
る

U
。
短
は
旨
①
筥
o
矯
田
富
≦
g
陣
一
国
亀
浮
陣
＞
。
毬
。
旨
。
O
o
琶
。。
。
一
冒
o
q

（
D
B
H
A
C
）
の
部
長
ポ
ー
ル
・
バ
レ
イ
ラ
博
士
と
の
対
談
を
、
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本
特
別
寄
稿
の
た
め
に
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ニ
　
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
組
織

　
第
一
回
で
紹
介
し
た
B
S
C
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
ス
ク
ェ
ア
と
い
う

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
学
生
街
の
中
の
一
角
に
そ
の
他
の
一
般
の
ア
パ

ー
ト
と
同
じ
よ
う
な
建
物
が
利
用
さ
れ
て
い
た
。
D
B
H
A
C
の
建

物
も
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
場
所
に
同
じ
ア
パ
ー
ト
の
よ
う
な
建
物
で
あ

っ
た
。
バ
レ
イ
ラ
博
士
の
オ
フ
ィ
ス
は
、
秘
書
室
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
専
用
室
、
及
び
博
士
自
身
の
部
屋
か
ら
な
っ
て
い
て
、
と
て
も
広

い
ス
ペ
ー
ス
を
占
め
て
い
た
。
普
段
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
打
ち
合

わ
せ
で
忙
し
く
、
な
か
な
か
時
間
が
取
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
つ

た
が
、
日
本
の
学
生
支
援
の
た
め
の
特
別
取
材
と
い
う
趣
旨
を
理
解

さ
れ
、
二
時
間
も
直
接
面
談
に
応
じ
て
下
さ
っ
た
。

　
ま
ず
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
組
織
の

関
連
図
を
説
明
す
る
（
図
1
）
。

　
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て

は
、
五
つ
の
部
門
が
関
連
し
て
い
る
。

＊
U
。
℃
畳
日
①
日
o
隔
守
富
ξ
o
邑
＝
。
帥
喜
知
＞
。
器
。
巨
。
O
o
g
ω
・
一
ヨ
α
q
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メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
全
体
を
統
括
す
る
部
門
。

＊
B
S
C
（
窪
N
§
。
鵠
言
身
O
。
毒
・
一
）

　
第
一
回
で
紹
介
し
た
学
生
支
援
を
主
に
行
う
部
門
。

＊
M
H
S
（
置
o
b
邑
国
＄
浮
ω
〇
三
8
。。
）

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
を
医
療
の
観
点
か
ら
行
う
部
門
。

＊
＞
　
8
げ
o
一
き
α
O
浮
R
U
旨
α
Q
の
o
ミ
一
〇
〇
の

　
ア
ル
コ
ー
ル
や
ド
ラ
ッ
グ
に
関
連
す
る
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
部
門
。

＊
O
S
A
P
R
（
O
睡
8
0
隔
o。
。
営
亀
＞
の
。
。
き
一
一
写
。
＜
。
筥
一
9
き
α

　
閃
o
稽
g
。。
o
）

　
主
に
性
的
犯
罪
等
を
扱
う
部
門
。

　
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
関
わ
る
部
門
は
主
に
、
B
S
C

と
M
H
S
で
あ
る
。
U
o
℃
畳
ヨ
o
旨
9
守
富
二
〇
邑
国
o
帥
喜
簿
＞
8
阜

o
巨
。
0
2
房
畠
福
は
こ
れ
ら
を
統
括
す
る
部
門
と
の
こ
と
で
あ
る
。

一
言
で
言
う
と
、
B
S
C
は
薬
を
使
わ
な
い
。
一
方
、
M
H
S
で
は

薬
を
処
方
す
る
と
い
う
点
が
異
な
る
。
図
2
に
B
S
C
と
M
H
S
の

サ
ー
ビ
ス
の
範
囲
と
重
な
り
を
示
す
。

　
B
S
C
の
対
象
は
、
O
o
一
一
。
o
q
。
や
い
く
つ
か
の
大
学
院
（
G
S
A
S
、

K
S
G
、
H
G
S
E
）
の
学
生
で
あ
る
。
B
S
C
独
自
の
サ
ー
ビ
ス

B　S　CとMH　Sのサービスの範囲と重なり

　　　　　　　　　　　　オ遜壷
　　　　　『1＼　　　』紀鞭＝蜘対象＝学隼，致鼻1．ズタ妥シ

（R歯＝処方箋）

壁
・
毒

図2

；
k

誓御牲

、
灘

麹難
：蹴¢鵬醜｝晦・s聯
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と
し
て
は
、
第
一
回
の
本
特
別
寄
稿
で
紹
介
し
た
ε
8
匿
o
q
w
閃
8
α
－

一
福
8
霞
の
ρ
＞
8
8
a
o
霧
。。
一
。

。
一
琶
8
㌔
お
旨
目
き
匙
〈
邑
昌
α
q
が
あ
る
。

　
M
H
S
の
対
象
は
、
す
べ
て
の
学
生
、
教
員
、
及
び
ス
タ
ッ
フ
で
あ

る
。
M
H
S
が
ヘ
ル
ス
ケ
ア
部
門
の
一
部
門
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
納
得
で
き
る
。
M
H
S
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、
d
．
茜
①
三

〇
碧
P
鼠
a
一
8
ぎ
P
U
一
譜
8
。
。
膏
。
。
℃
8
筐
。
安
（
寄
一
処
方
箋
）
で

あ
る
。

　
M
H
S
は
病
院
の
中
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
と
捉
え
た
ほ
う
が

よ
り
正
確
で
、
B
S
C
は
学
生
支
援
専
門
の
組
織
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
二
つ
の
組
織
が
協
調
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ

り
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
学
生
に
提
供
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
。
B
S
C
と
M
H
S
の
共
有
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、
＞
＆
島
雫

匿
。
日
8
0
0
一
一
①
o
q
p
閃
Φ
一
呂
8
の
げ
営
w
O
。
注
〇
二
α
Φ
呂
蔓
＼
ω
①
姿
巴
o
阜

o
日
薗
鉱
o
P
⇒
o
ロ
露
o
薯
一
島
萄
日
ロ
ざ
8
0
§
鉾
o
。
。
』
帥
8
犀
ざ
○
眉
q
o
8
F

浮
巴
艮
昌
α
q
き
儀
。
。
后
Φ
ミ
芭
8
－
ω
ヨ
α
o
日
｝
o
R
O
o
き
の
o
一
ぎ
o
q
O
目
o
月
の
な

ど
が
あ
る
。

三
　
一
問
一
答

バ
レ
イ
ラ
博
士
に
ハ
ー
バ
ー
ド
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
に
関

し
て
、
い
く
つ
か
の
質
問
を
し
た
。
前
回
の
M
I
T
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
部
門
と
同
じ
よ
う
に
、
正
確
な
デ
ー
タ
は
残
さ
れ
て
は
い
な
い

そ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
経
験
的
な
値
と
し
て
お
答
え
を
頂
い
た
。

問
一
　
う
つ
病
、
統
合
失
調
症
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
、
薬
物
依
存
、

自
殺
な
ど
の
精
神
疾
患
の
発
生
件
数
は
年
問
各
々
ど
れ
く
ら
い

　
か
？

答
一
　
毎
年
、
全
体
で
一
二
～
一
五
名
程
度
。

間
二
　
学
生
の
定
期
健
康
診
断
を
行
っ
て
い
る
か
。
そ
の
際
に
メ
ン

　
タ
ル
ヘ
ル
ス
（
睡
眠
習
慣
、
う
つ
病
）
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い

　
る
か
？

答
二
　
定
期
健
康
診
断
を
自
分
た
ち
で
受
け
る
よ
う
に
奨
励
さ
れ
て

　
い
る
。
運
動
選
手
に
関
し
て
は
、
必
ず
受
診
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。

問
三
　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
セ
ク
シ
ャ
ル
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
）
に
よ
る

　
被
害
学
生
の
相
談
は
、
年
間
学
生
全
体
の
何
％
く
ら
い
か
？

答
三
　
記
録
が
全
く
残
っ
て
い
な
い
。
経
験
的
に
は
一
％
以
下
で
あ

　
る
。

問
四
　
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
の
被
害
に
あ
う
学
生
の
相
談
は
何
件
く
ら

　
い
あ
る
の
か
？
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答
四
　
く
舅
罐
類
（
極
め
て
少
な
い
）
。

問
五
　
自
殺
が
発
生
し
た
場
合
に
、
遺
族
や
同
級
生
の
ケ
ア
（
宕
撃

　
＜
。
暑
8
）
は
行
っ
て
い
る
か
？

答
五
　
遺
族
に
は
主
に
学
生
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　
が
あ
る
。

問
六
　
学
生
時
代
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
、
卒
業
後
の
適
応
に
つ
い

　
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
は
行
っ
て
い
る
か
？

答
六
行
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
卒
業
し
た
あ
と
も
、
相
談
に
訪
れ

　
れ
ば
こ
ば
ま
な
い
。

問
七
　
う
つ
病
、
双
極
性
障
害
、
統
合
失
調
症
な
ど
で
は
、
留
年
や

　
休
学
も
余
儀
な
く
さ
れ
る
が
復
学
に
際
し
て
の
支
援
シ
ス
テ
ム
は

　
あ
る
の
か
？

答
七
　
学
年
な
ど
は
も
と
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
。
授
業
料
に
関
し

　
て
は
何
も
チ
ャ
ー
ジ
は
さ
れ
な
い
。
ス
タ
ッ
フ
や
臨
床
医
に
よ
る

　
ケ
ア
が
行
わ
れ
る
。

問
八
　
退
学
に
精
神
疾
患
は
ど
れ
く
ら
い
の
率
で
関
連
し
て
い
る
の

　
か
？

答
八
　
五
〇
％
が
関
連
し
て
い
る
。

四
　
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
と
M
－
T
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
日
本

　
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

　
三
回
の
特
別
寄
稿
で
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と

M
I
T
の
実
情
を
調
査
し
た
。
最
も
印
象
的
だ
っ
た
こ
と
は
、
ど
ち

ら
も
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
病
院
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
病
院
の

中
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
部
門
が
、
学
生
支
援
部
門
と
協
力
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
範
囲
を
分
担
し
て
い
る
。
ま
た
特
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

の
学
生
支
援
部
門
B
S
C
は
、
極
め
て
高
度
に
組
織
化
さ
れ
て
お
り
、

チ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
な
ど
独
自
の
優
秀
な
シ
ス
テ
ム
が
実
際
に
う

ま
く
働
い
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
、
直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
た
各
部

門
長
も
自
認
し
て
い
る
通
り
、
世
界
で
も
ま
れ
に
見
る
ぐ
ら
い
非
常

に
恵
ま
れ
て
い
る
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
彼
ら
は
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
「
非
常
に
珍
し
く
て
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
当
た
り
前
」
と
認
識
し

て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。
世
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
と
い
う
自

負
と
と
も
に
、
責
任
の
あ
る
仕
事
を
誠
意
を
持
っ
て
行
い
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
重
ね
る
う
ち
に
強
く
感
じ
ら
れ
た
。

　
私
自
身
も
三
回
の
特
別
寄
稿
の
た
め
に
、
情
報
工
学
で
の
在
外
研
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究
期
間
中
に
全
く
専
門
外
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
や
学
生
支
援
を

直
に
調
査
取
材
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
興
昧
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

よ
く
目
に
す
る
の
が
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
は
と
に
か
く
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
が
多
い
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
多
い
の
は
、

「
心
の
問
題
が
お
こ
っ
た
と
こ
ろ
を
ケ
ア
す
る
と
い
う
ア
メ
リ
カ
的

な
発
想
だ
ろ
う
」
と
い
う
感
じ
で
軽
く
片
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
あ
る
部
分
で
は
当
た
っ
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
で
も
徒
弟
制
度

の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
し
、
教
授
も
学
生
も
ス
タ
ッ
フ
も
相
互
に
尊

敬
し
合
い
協
調
的
（
時
に
競
争
的
）
に
学
業
や
仕
事
を
進
め
て
い
る

と
い
う
土
壌
は
、
特
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
や
M
I
T
を
は
じ
め
と
す

る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
環
境
で
は
高
度
に
洗
練
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

問
違
い
な
い
。

　
米
国
と
は
対
照
的
に
日
本
の
大
学
で
は
、
一
二
世
紀
に
な
っ
て
も

家
父
長
的
研
究
室
運
営
が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
古
き
よ
き

時
代
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
封
建
的
体
質
の
中
で
、
自
然
と
心
の

問
題
が
解
決
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
が
あ
っ
た
こ
と
も
否
定
で
き
な

い
。
た
だ
し
、
教
員
と
学
生
が
相
互
に
尊
敬
し
あ
い
高
め
合
う
方
向

に
進
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
学
問
の
府
に
お
け
る
徒
弟
制
度
は
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
や
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
温
床
の
危
険
を
は
ら
む
。
特
に
法
人

化
後
、
予
算
・
人
員
の
削
減
に
よ
り
教
員
に
多
大
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

が
か
か
っ
て
い
る
た
め
、
よ
い
意
味
の
徒
弟
的
師
弟
関
係
が
歪
ん
で

し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
と
き
、
徒
弟
制

度
は
、
い
じ
め
の
構
造
そ
の
も
の
に
変
質
し
て
し
ま
い
、
機
能
し
な

く
な
る
。
そ
こ
で
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
学
生
支
援
を
専
門
と
す

る
人
材
の
補
強
が
極
め
て
重
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
日
本
の
大
学
の
一
部
で
は
、
研
究
指
導
の
名
の
も
と
に
、

学
生
を
使
役
し
、
研
究
収
奪
ま
で
し
て
し
ま
う
悪
し
き
風
潮
が
あ
る

が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
間
違
い
で
あ
る
。
あ
る
程
度
の
徒
弟
制
度
も

大
人
と
し
て
の
社
会
的
振
る
舞
い
を
学
ぶ
た
め
に
重
要
だ
が
、
間
違

っ
て
も
会
社
に
お
け
る
上
司
と
部
下
の
関
係
を
、
教
員
と
学
生
に
持

ち
込
む
べ
き
で
は
な
い
し
、
期
待
す
べ
き
で
も
な
い
。

　
世
界
の
大
学
の
成
立
過
程
を
遡
れ
ば
、
欧
州
で
は
、
成
人
し
た
学

生
が
知
恵
や
知
識
を
授
け
て
ほ
し
い
と
師
に
集
ま
る
こ
と
が
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
学
生
の
グ
ル
ー
プ
が
教
授
を
招
い
て
、
知
恵
や
知
識

を
授
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
学
生
が
教
員
を
選
ぶ
権
利
を
持
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

　
教
育
、
特
に
高
等
教
育
は
、
教
員
も
学
生
も
大
人
で
あ
る
こ
と
が

必
須
条
件
で
あ
る
。
日
本
で
は
こ
れ
が
実
現
さ
れ
て
い
る
か
は
大
い

に
疑
問
だ
が
、
特
に
教
員
が
大
人
で
な
い
と
、
学
生
が
大
人
で
あ
ろ
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う
が
そ
う
で
な
か
ろ
う
が
、
学
生
に
不
利
益
が
多
い
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
感
は
否
め
な
い
。
ま
ず
は
、
私
も
含
め
た
教
員
の
ほ
う
か
ら
、

高
等
教
育
に
つ
い
て
の
目
的
意
識
を
明
確
に
す
る
べ
き
で
は
な
か
ろ

う
か
。

五
　
お
わ
り
に

　
昨
年
度
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
と
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
に

文
部
科
学
省
の
海
外
先
進
教
育
研
究
実
践
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
滞
在

し
て
い
た
。
引
き
こ
も
り
学
生
の
支
援
で
相
談
に
の
っ
て
頂
い
て
い

た
粥
川
教
授
か
ら
、
思
い
が
け
ず
ハ
ー
バ
ー
ド
と
M
I
T
の
学
生
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援
の
調
査
企
画
を
提
案
さ
れ
た
。

　
大
学
教
員
と
い
う
立
場
に
な
っ
て
、
毎
年
必
ず
、
一
人
や
二
人
、

学
校
に
出
て
こ
ら
れ
な
く
な
る
学
生
に
遭
遇
し
て
き
た
。
筆
者
の
印

象
で
は
引
き
こ
も
り
と
学
業
成
績
と
は
あ
ま
り
相
関
が
な
い
よ
う
に

思
え
る
。
学
生
の
下
宿
ま
で
足
を
運
び
、
電
気
が
つ
い
て
い
る
の
で
、

名
前
を
呼
ぶ
と
電
気
が
消
え
る
と
い
う
よ
う
な
経
験
も
し
た
。
一
緒

に
喫
茶
店
に
い
っ
た
り
、
夕
飯
を
食
べ
て
、
状
況
を
聞
い
た
り
も
し

た
。
個
々
の
事
例
を
検
討
す
る
と
不
登
校
や
引
き
こ
も
り
も
教
員
の

指
導
能
力
と
学
生
の
ス
ト
レ
ス
対
処
能
力
な
ど
、
多
次
元
的
で
あ
る

こ
と
が
痛
感
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
今
回
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
と
M
I
T
の
学
生
支
援
や
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
つ
い
て
調
査
し
て
み
る
と
、
前
述
の
よ
う
な

（
い
わ
ゆ
る
研
究
室
に
出
て
こ
ら
れ
な
い
）
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
は
、

教
員
や
ス
タ
ッ
フ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け
で
は
な
く
、
専
門
の
職
員

と
専
門
の
組
織
が
あ
っ
て
、
彼
ら
が
自
負
を
も
っ
て
仕
事
を
し
て
い

る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
た
次
第
で
あ
る
。

　
二
〇
〇
四
年
、
日
本
の
国
立
大
学
は
法
人
化
さ
れ
た
が
、
国
家
百

年
の
計
は
教
育
で
あ
る
。
城
は
人
な
り
、
企
業
は
人
な
り
、
大
学
は

人
な
り
、
研
究
室
は
人
な
り
で
あ
る
。
日
本
の
大
学
が
二
一
世
紀
も

世
界
で
存
続
し
続
け
る
に
は
、
互
い
に
尊
敬
し
合
い
な
が
ら
切
磋
琢

磨
で
き
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
創
造
は
も
と
よ
り
、
手
厚
い
学
生
の
健
康

支
援
の
戦
略
（
3
）
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
強
く
印
象
づ
け

ら
れ
た
ボ
ス
ト
ン
滞
在
の
一
年
で
あ
っ
た
。
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